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若
者
よ
大
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

こ
う
私
は
新
入
生
の
諸
君
に
呼
び
か
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
置
か
れ
て

い
る
今
の
時
代
、
か
な
り
閉
塞
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
困
難
も
必
ず
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
、
日
本
の
社
会
が
「
成
功
し

た
社
会
」
だ
と
い
う
実
感
が
な
い
と
思
い

ま
す
。
下
り
坂
の
日
本
し
か
知
ら
な
い
の

で
す
か
ら
当
然
で
す
。
も
っ
と
上
の
世
代

は
、
上
り
坂
の
日
本
の
姿
も
見
て
い
た
の

で
す
。
そ
こ
で
、
最
近
の
日
本
人
は
、
自

信
を
失
い
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
し
ま
う
の

も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
つ
い

に
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
人
達
が
日

本
人
は
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ
て
や
り
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
言
い
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
原
点
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
問
題
で
す
。
そ
れ
は
、
勤
勉

と
か
、
モ
ノ
づ
く
り
と
か
、
真
面
目
さ
と

デ
フ
レ
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
今
年
三

月
に
卒
業
し
た
全
国
の
高
校
生
は
も
と
よ

り
、
大
学
生
、
短
大
生
の
就
職
率
は
八

〇
％
で
史
上
最
低
と
な
り
、
就
職
浪
人
に

加
え
て
、
卒
業
資
格
が
あ
る
学
生
に
、
就

職
留
年
を
認
め
る
大
学
も
現
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
超
就
職
氷
河
期
の
経
済
状
況
の

中
で
、
大
学
生
活
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
四
年
間
、
二
年
間
の
大
学
生
活

が
、
長
い
か
、
短
い
か
は
、
皆
さ
ん
の
卒

業
年
度
に
、自
分
自
身
で
決
め
る
事
で
す
。

将
来
を
見
据
え
、
皆
さ
ん
に
平
等
に
与
え

ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
う
事
が
重
要
で

日
本
で
は
そ
れ
が
一
切
な
く
、
静
か
な
も

の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
沖
仲
士
は
、
荷
物

を
運
び
終
わ
る
と
「
テ
ン
ポ
ー
」
と
言
っ

て
指
を
四
本
立
て
、
天
保
銭
四
枚
を
要
求

し
た
の
で
す
。そ
れ
は
余
り
に
安
い
の
で
、

普
通
な
ら
こ
の
四
倍
は
要
求
さ
れ
る
と
シ

ュ
リ
ー
マ
ン
は
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
沖

仲
士
た
ち
は
き
っ
ち
り
決
ま
っ
た
額
だ
け

を
求
め
た
の
で
す
。
こ
れ
が
最
初
に
印
象

的
だ
っ
た
日
本
人
で
す
。

つ
い
で
、今
で
言
う
税
関
に
来
ま
し
た
。

シ
ュ
リ
ー
マ
ン
は
荷
物
を
開
け
ら
れ
る
と

面
倒
な
の
で
、
申
告
す
る
よ
う
な
物
も
な

い
の
で
、
少
し
の
お
金
を
渡
し
て
通
し
て

も
ら
お
う
と
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
旅
行
中

は
そ
う
し
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
役
人
は
胸
を
た
た
い
て
、「
ニ
ッ
ポ
ン

ム
ス
コ
、
ニ
ッ
ポ
ン
ム
ス
コ
」
と
言
っ
て

お
金
を
受
け
取
り
ま
せ
ん
（
お
そ
ら
く

「
日
本
男
児
」
と
言
っ
た
の
を
後
で
シ
ュ

リ
ー
マ
ン
が
間
違
え
て
書
い
た
の
で
す
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
は
す

っ
か
り
感
心
し
ま
し
た
。
日
本
は
他
の
国

と
違
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本

の
ご
く
庶
民
的
な
人
々
の
姿
で
す
。
そ
れ

が
こ
の
よ
う
に
誇
り
を
持
っ
て
生
き
、
正

し
く
仕
事
に
励
ん
で
い
る
。
も
し
か
し
た

ら
、
こ
れ
が
日
本
人
の
原
点
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

「
世
に
あ
っ
て
星
の
よ
う
に
輝
き
」
の

建
学
理
念
の
も
と
で
一
二
〇
年
有
余
の
歴

史
と
伝
統
を
脈
々
と
継
承
し
て
い
る
北
星

学
園
の
大
学
、短
期
大
学
部
を
志
望
し
て
、

見
事
合
格
し
、
入
学
し
た
、
新
入
生
の
皆

さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
春
、
受
験

勉
強
の
重
圧
か
ら
解
き
放
た
れ
て
、
喜
び

と
解
放
感
に
満
ち
溢
れ
た
、
爽
や
か
な
気

持
の
中
、
大
学
生
活
に
大
き
な
期
待
と
夢

と
多
少
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
二
ヶ
月
近

 

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
皆
さ

ん
が
大
学
生
の
間
、
四
年
間
ま
た
は
短
大

の
二
年
間
、
ず
っ
と
考
え
続
け
て
い
っ
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
。
今
す
ぐ
に
結

論
を
言
わ
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
人
が
、

と
て
も
参
考
に
な
る
日
本
観
察
を
残
し
て

く
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
こ
の
人
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ト
ロ

イ
遺
跡
の
発
掘
で
世
界
的
に
有
名
に
な
り

ま
し
た
。
彼
は
明
治
に
な
る
直
前
、
一
八

六
五
年
（
嘉
永
十
六
年
）
に
、
ア
ジ
ア
諸
国

歴
訪
の
旅
で
日
本
を
訪
問
し
た
の
で
す
。

彼
の
乗
っ
た
船
が
江
戸
湾
に
入
っ
た
と

き
、
一
艘
の
小
船
が
沖
仲
士
を
乗
せ
て
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
は
そ

の
時
思
っ
た
の
で
す
。
中
国
そ
の
他
の
国

で
は
、
船
が
着
く
と
、
ワ
ー
と
無
数
の
小

船
が
お
し
寄
せ
た
。物
売
り
の
小
船
で
す
。

く
が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
、
皆
さ
ん
は
大

学
の
機
構
も
覚
え
、
北
星
学
園
の
「
校
花
」

で
あ
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
が
咲
き
乱
れ
、
目
に

も
鮮
や
か
な
緑
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
良
き
友
と
の
出
会
い
や
、
学
業
、
サ

ー
ク
ル
活
動
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
生

活
を
送
っ
て
い
る
時
期
か
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
未
だ
二
十
歳
未
満

が
大
半
で
す
が
、
一
般
的
に
は
大
人
と
し

て
の
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
高
校
時
代

ま
で
は
学
校
側
か
ら
制
約
と
保
護
が
あ
り

ま
し
た
が
、
大
学
生
、
短
大
生
に
な
る
と
、

多
方
面
に
亘
り
、
自
由
と
自
主
性
が
、
大

い
に
重
ん
じ
ら
れ
ま
す
。
必
然
的
に
行
動

範
囲
も
交
友
関
係
も
大
き
く
広
が
る
中

で
、
皆
さ
ん
は
様
々
な
社
会
の
仕
組
み
を

知
り
、
人
間
模
様
を
見
聞
す
る
機
会
が
増

え
ま
す
が
、情
報
過
多
の
現
代
に
お
い
て
、

世
俗
的
な
価
値
観
に
だ
け
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
大
学
、
短
期
大
学
部
に
入
学
し

た
目
的
を
忘
れ
ず
に
行
動
し
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
の
入
学
年
度
は
、
日
本
で
は
新

政
権
が
発
足
し
て
半
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
一
年
半
以
上
が
経
っ
て
、
瞬
く
間
に
世

界
を
襲
っ
た
金
融
危
機
は
、
各
国
の
景
気

対
策
で
パ
ニ
ッ
ク
を
抑
え
最
悪
期
を
脱

し
、
世
界
経
済
は
不
況
か
ら
立
ち
直
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は
未
だ
に
経
済
回

復
が
芳
し
く
な
く
、
昨
年
十
一
月
以
来
、

大
学
生
活

後
援
会
会
長

深
澤
　
秀
則

原
点
か
ら
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
代

学
　
　
長

金
井
　
新
二

北星学園大学後援会は、本学在学生のご父母全員と、
本学を卒業された方のご父母ならびに本学の同窓生を正
会員として構成されており、設立以来今年で26年目に
なります。
本会の目的は、北星学園大学における教育、研究活動
の充実と発展に寄与することであり、「北星学園大学の
サポーター」としての活動を行っております。その一例

として、図書館への本・書架の寄贈、先生方の学術出版
補助、国際交流経費補助、学術講演会や学会に対する補
助などを行い、学生各種活動補助については、全国大会
に出場する学生に対する補助や学生の就職活動支援、就
職セミナー開催、大学祭への援助、奨学金補助、サーク
ル活動で使う器具等の購入などを行っています。
これらの活動の他に、本会は「北星学園大学」とご父
母とを結ぶパイプ役として、毎年地区別父母懇談会を開
催しており、大学の教職員による本学の教育方針やカリ
キュラムについての説明、個別に学生の修学状況等につ
いて面談を行っています。地区別の父母懇談会は、北海
道内7会場（札幌・函館・苫小牧・北見・旭川・帯広・
釧路）で開催しております。
後援会が開催する各行事は、ご父母の皆様が北星学園
大学について知る良い機会となっておりますので、多く
の会員の皆様のご出席をお待ちしております。
なお、『後援会だより』は年4回発行し、大学の情報

を皆様のお手元にお届けいたします。また、後援会ホー
ムページでも過去のものがご覧になれますので、ご高覧
いただければ幸いに存じます。

す
。北

星
学
園
大
学
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
人
間
性
・
社
会
性
・
国
際
性
」
を
養
い

な
が
ら
、
北
星
学
園
大
学
、
短
期
大
学
部

に
入
学
し
た
目
的
を
堅
持
し
て
、
大
学
生

活
を
謳
歌
し
て
下
さ
い
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
後
援
会
に
ご
入

会
い
た
だ
き
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
御
支

援
、
御
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

後援会とは？
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自分の北星に入学してからの目標は、まず勉強
を頑張ることです。高校では時間割が渡され、そ
れの通りに授業を受けていれば良かったのです

が、大学では自分で時間割を作らなければなりません。さらに授業時
間も90分と長くなり、宿題の形式も大きく変わって、成績評価の方
法まで変わりました。慣れるまで大変そうですが、早く慣れて、友達
も増やして大学生活を楽しいものにしたいです。
そして次に頑張りたいのが部活動です。大学の部活は種類が多く、

どれも楽しそうなものばかりで、どれに入ろうか迷ってしまいます。
今は陸上かアイスホッケーで固まってきましたが、どちらも楽しそう
で、先輩方が親切なので決めかねています。しかし、どちらの部活に
入っても勉強は疎かにせず、文武両道を目指していきたいです。そし
て受験勉強などで高校のときにはできなかったバイトもやりたいで
す。運動部に入るとユニホーム代や遠征費が掛かってくるので経済的
にキツくなってきます。あと、社会を体験しておくと言う意味でもバ
イトは重要になってくると思います。
まだ大学は始まったばかりですが、長い目で見ると社会人になるま

では、残り僅かです。大学生活を楽しみつつ、社会人としてのマナー
を身に着けていきたいです。

ようやく無事に履修登録を終え、授業が始まっ
て1週間が経ちました。毎日が新しい事だらけで
入学してからあっという間に感じます。入学前は

授業はどんな感じだろうか、友達はできるだろうか、など不安がたく
さんありました。しかし、宿泊オリエンテーションも予想以上にとて
も盛り上がり、緊張もほぐれて、今は期待の方が大きくなってきまし
た。新しい教科書も購入し、これからの授業がとても楽しみです。サ
ークルはまだ決めていませんが、余裕が出来てきたら見学に行ってみ
ようと思います。そのためにも、早く時間割に慣れててきぱき行動で
きるようになりたいと思います。
私は大学に入ってみてやりたいことがたくさんあります。第一に、

私は将来英語を使う仕事に就きたいと考えているので、英語の勉強を
頑張りたいです。北星ではネイティヴの先生もたくさんいて、CALL
教室などを使った英語教育が充実しているので、積極的にいろんなこ
とを吸収していきたいです。
短大の2年間はあっという間だと言いますが、短くても最大限に生

かして、学生時代の今しか出来ないことに精一杯チャレンジしていき
たいです。悔いを残さず、北星に来て良かったと思えるように、これ
から毎日一生懸命頑張ります！

入学式を終え、北星学園大学の学生となってか
ら、早くも2週間が過ぎようとしています。これ
までとは違う毎日に、悪戦苦闘しながらも、充実
した日々を過ごしています。
私が最も高校生とは違うと感じている所は、我が身に降りかかる責

任の重さです。何もかも、自分で決め、行動し、結果を引き受ける。
今まではしてきたつもりになっていただけで、本当は周囲がお膳立て
して下さっていて私はただそれを頂いているだけでした。
そして、今まで築いてきたものなど何も無いという事に気づき、愕

然としています。
しかしこれから何かを手に入れることなら、できるかもしれません。
希望さえあるならば、どんなところでも夢は見続けられる気がします。
並大抵の努力では叶わないと思いますが、それでも今の自分よりも良
くなるために傷ついても苦しんでも、あきらめずに前に進んでいきた
いと思います。
これから大学を卒業するまでの4年間で、社会に出るために必要な

知識や技術を学び、様々なものの見方ができるような柔軟な発想と広
い心を持ち、そして精神的に成長した自立している人間になれるよう
に、これから努力していきたいと思います。

入学式を終え、無事北星学園大学に入学した私
ですが、大学という新しい環境に様々な期待と不
安がありました。初めての時間割作りは自分がと
りたい講義をとることができるという自由がある中に、単位を計算し
ながらとるなど大変さもありました。その大変さも友人やサークルの
先輩方の助けを得て、乗り越えることができました。また新しい友人
ができるかという不安もオリエンテーションなどを通し、友人ができ
不安も吹き飛びました。不安も多くありましたが、大学生となり今ま
で以上に活動の場が広がる嬉しさを感じながら、サークルやアルバイ
トなど様々な点で積極的に活躍し、より自分という人間に磨きをかけ
ていきたいと思っています。
また私は福祉についてしっかりと学び、社会福祉士の資格を取り、

将来活躍したいと思っています。そのためにも勉学に励み、実習など
を通し、直接福祉というものを感じ、幅広い視野を持ちながら現場で
活かしていける力を身につけていきたいと思っています。
そして今感じている思いをこれからも忘れることなく持ち続け、長

く短い人生の中でかけがえのない4年間となるように日々の一つ一つ
を大切に刻んでいきたいと思っています。
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出来ました。心より感謝申し上げます。

『現代企業簿記の基礎』
（2010年３月　同文舘出版）

経済学部 松本康一郎
経済学部 大原　昌明

昨年度の後援会助成金のご支援を得
て、『現代企業簿記の基礎』を平成22年
3月25日付で同文舘出版より刊行するこ
とができました。ここに、ご報告ととも
に深く感謝申し上げます。

近年の簿記書は、たんなる入門書や簿記検定試験対策本の類
いばかりが目立つ状況にあります。我々は、このような状況に
警鐘を鳴らすべく、明解な理論的裏付け・説明を示すとともに
独学にも耐えうる簿記書を刊行したいとかねてより考えていま
した。
そのような中、昨年春に後援会のご支援を決定していただい

たことにより我々の望みが叶えられたことは、何よりもの喜び
でした。
本書は、本文367頁からなる本格的簿記書であり、以下のよ

うな4部構成となっています。
第Ⅰ部（第1～6章） 決算整理を伴わない状況にもとづいて、
企業複式簿記の基本的メカニズムを明らかにする。
第Ⅱ部（第7～15章） 現預金取引・商品売買取引の簿記的意
味と、決算整理の本質、さらに個人企業における資本取引の意
味を明らかにする。
第Ⅲ部（第16～22章）手形取引・債権債務取引・有価証券取
引の簿記的意味と、帳簿組織の基本的類型を明らかにする。
第Ⅳ部（第23～31章） 特殊売買取引の簿記的意味と、本支
店会計の基本的仕組み、株式会社簿記の基本的特徴、さらに工
業簿記と商業簿記との基本的違いを明らかにする。
以上の構成からも明らかなように、本書は、企業複式簿記の

基本的メカニズムを必要十分に明らかにしているものと自負し
ております。企業複式簿記では、最初に簿記上の取引分類を13
通りとするか15通りとするかを確定させる必要があります。こ
の点について、近年の会計基準では混乱があると思われます
（とくにストックオプション取引）。本書では、資本の増減はあ
くまで資本取引として捉えるべきであるとの考えのもと、13通
りの取引分類に基づいて取引処理を示しています。さらに本書
では、各章に「コラム」を設けて、企業複式簿記の今日の課題
や現状、さらには企業会計の問題点にも言及しています。
我々は、本書の主な読者として簿記の理論とその処理方法を

トコトン学習したい人たちを想定しました。しかし、明確な基

北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り（3） 第101号 2010年6月1日

兄
弟
・
姉
妹
等
で
同
時
に
二
名
以

上
が
一
年
を
通
じ
て
在
学
さ
れ
て
い

る
場
合
、
そ
の
う
ち
お
一
人
以
外
の

方
の
「
教
育
充
実
費
」
及
び
「
後
援

会
費
」
を
全
額
免
除
い
た
し
ま
す
。

願
い
出
に
あ
た
っ
て
は
、
戸
籍
謄
本

の
添
付
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

財
務
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
身
体
・
精
神
障
害
者
減
免

学
部
、
大
学
院
又
は
短
期
大
学
部

の
学
生
で
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く

は
精
神
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
場

合
は
「
教
育
充
実
費
」
の
二
分
の
一

を
免
除
い
た
し
ま
す
。
財
務
課
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

四
月
五
日
の
午
後
一
時
よ
り
、

二
〇
一
〇
年
度
の
入
学
式
が
ニ
ト

リ
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
ま
だ
冬
の
寒
さ
が
残
る

中
、
ご
父
母
の
方
々
も
多
数
出
席

し
て
く
だ
さ
り
、
会
場
は
満
席
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
短

大
部
と
大
学
四
学
部
、
大
学
院
を

含
め
た
新
入
生
総
数
約
一
二
〇
〇

名
が
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
晴
れ

の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
式
は
オ
ル

ガ
ン
の
前
奏
に
よ
っ
て
幕
を
上

げ
、
一
同
に
よ
る
讃
美
歌
「
い
つ

く
し
み
深
き
」
の
合
唱
の
後
、
チ

ャ
プ
レ
ン
が
聖
書
を
読
み
上
げ
、

祈
祷
を
奉
げ
ま
し
た
。
次
に
、
学

長
の
式
辞
が
あ
り
、
学
園
長
か
ら

祝
辞
が
贈
ら
れ
、
在
学
生
代
表
か

ら
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
院
・
大
学
・
短
期

大
学
部
の
各
新
入
生
代
表
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吹
奏
楽
部

と
チ
ャ
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ア
が
、
谷

川
俊
太
郎
氏
作
詞
の
学
歌
を
披
露

し
、
再
び
一
同
で
讃
美
歌
「
さ
あ
、

共
に
生
き
よ
う
」
を
合
唱
し
ま
し

た
。
最
後
は
、
チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ

る
祝
祷
と
、
オ
ル
ガ
ン
の
後
奏
に

よ
っ
て
約
一
時
間
一
〇
分
の
入
学

式
は
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

式
を
終
え
た
新
入
生
達
は
ほ
っ

と
し
た
様
子
で
、
ご
父
母
の
方
と

楽
し
そ
う
に
会
話
を
す
る
姿
、
会

場
の
前
で
記
念
撮
影
を
す
る
姿
、

先
輩
達
の
サ
ー
ク
ル
の
勧
誘
に
明

る
い
表
情
で
応
え
る
姿
が
数
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま

る
北
星
学
園
大
学
で
の
生
活
に
は

た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
可

能
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
大
学

生
活
で
得
た
も
の
が
一
生
の
宝
物

と
な
る
よ
う
に
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

〜
学
費
納
入
に
つ
い
て
〜

授
業
料
等
学
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
、
期
限
ま
で
の
納
入
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
費
に

関
す
る
諸
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
今
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ

ド
三
十
九
頁
、
及
び
大
学
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.hokusei.ac.jp./kokusai/

）

→

『
保
護
者
の
方
へ
』→

【
学
生
生
活
】

→

「
学
費
に
関
す
る
Ｑ
＆
A
」
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

■
各
種
減
免
制
度

○
兄
弟
姉
妹
等
同
時
在
学
減
免

『実践的マーケティング教育論─想いを伝える
マーケティング教育』 （2010年３月　共同文化社）

経済学部 西脇　隆二

本書は、私のゼミ活動を中心に実施
してきた企業との協働によるマーケテ
ィング実践活動を、マーケティング教
育の視点から整理したものです。私が
ビジネスを大学で学んでいた頃は、ビ
ジネス理論の講義が中心で、実践的な
話は少なく、会計学のような技術面の

強い分野を除いては、学習しても正直あまり身に付いたという
実感がありませんでした。そこで、私の授業では少しでもビジ
ネスの現場が実感できるように、具体的な事例を数多く紹介す
るように努めてきましたが、それでも教室の中だけでの学習で
はやはり限界があると思うようになりました。一方で、企業経
営者や管理者の人々に話を伺ってみると、市場がますます成熟
化する中で、新しい切り口を求めて若い人々の感性や発想に期
待があることも分かってきました。そこで、私は学生たちに少
しでも生のビジネスに触れてもらい、実感を持ちながらマーケ
ティングの学習をしてもらうために企業との協働プロジェクト
を5年ほど前から続けてきました。特に2009年度は、北星学
園大学のオリジナルワインのマーケティング実践に取り組みま
した。学生たちが実際に鶴沼のブドウ畑に行って収穫作業を行
ない、そのブドウでワインを作り、そうして作ったワインをど
のようにプロモーションしていくか自分たちで考えるという画
期的なプロジェクトであり、ワインの完成発表会では、道新、
読売、日経の3紙で報道されるなど社会からも注目されており
ます。本書は、このプロジェクトの紹介を含め、このようなプ
ロジェクト形式による教育の必要性、教育的効果、問題点など
を整理したものであり、これからの時代のマーケティングやビ
ジネス教育を考える際の参考になればと考えております。最後
に北星学園大学後援会から補助を頂き、本書を出版することが

礎理論を提示することなく、安易な簿記教育が行われがちな今
日の状況を憂う我々としては、簿記・会計のとりわけ若手教育
者にこそ読まれることを切望しています。
現在、日本を含めて主要先進諸国の企業会計基準は、グロー

バル・スタンダードとして認知され定着しつつある「国際財務
報告基準（IFRS）」との共通化が進められています。2000年
以降の日本の会計基準も、会計ビッグバンと称されるほどに大
変革を遂げており、いまなお変革途中にあります。したがって、
我々は、このたびの刊行に満足することなく、より一層の研究
成果を踏まえて、本書の改訂に取り組む所存でございます。

『伝統の限界：インドネシアの農民と土地紛争』
（2010年３月　京都大学学術出版会）

経済学部 浦野真理子

この本は、インドネシア側ボルネオ島
の先住民であるダヤクの村におけるフィ
ールド・ワークにもとづいています。ボ
ルネオ島では、1970年代以来、集中的
な木材伐採が行われ、最近では大規模油
ヤシ農園が拡大し、豊かな熱帯林が急速

に減少しています。この本では、おもに2つのことを書きまし
た。第一にダヤク社会に100年ほどの間に起きた変化です。村
のお年寄りたちが話してくれたことですが、20世紀初頭以来、
オランダの植民地支配、日本軍の支配、そしてインドネシア政
府による統治の過程で、精霊信仰やロングハウスなどの伝統文
化は「遅れている」として差別され多くが消えていきました。
しかし、キリスト教への改宗や学校教育の普及などによって、
伝統的な貴族制度など社会の抑圧的な部分に内部から少しずつ
批判が起きているという一面もあります。第二に、森林開発企
業との間に起きている土地紛争です。今でも現地の主な生活の
手段は焼畑農業でのコメづくりですが、インドネシアの法律で
は森林は国の所有なので、ダヤク農民は土地を慣習的に利用し
ているだけの弱い立場です。土地権が確立していないので、ゴ
ム、ココアなど自律的な小規模換金作物の栽培をしても立ち退
きを命じられる危険があります。油ヤシ農園の拡大による急速
な環境破壊を防ぐためにも、ダヤク農民の貧困を解決するため
にも、地域住民の土地権を確立することが重要です。ダヤク社
会が経験してきた政治・経済上の大きな変化を踏まえると、農
民たちが土地を失わないように十分な対策を講じたうえで、「個
人の土地所有」を確立することが有効だと思われます。出版費
用の一部を補助いただいた後援会の皆さま、そして、研究に必
要な環境を整えていただいた北星学園大学、先生方、職員の
方々、学生さんたちのご支援に心から感謝いたします。

後援会では、毎年新入生の皆さんに入学記念品
をプレゼントしております。今年度は昨年度に引
き続き、南アジアの国バングラディシュの手工芸
品をお贈りいたしました。オリジナルのトートバ
ッグとポストカードを配布致しました。これらの
品々は、本学の教員と学生でつくるフェアトレー
ド団体、「北星フェアトレード」が現地の生産者
と直接連携して製造・輸入したものです。
トートバッグは若手のデザイナーと職人が協働

して作成した、斬新でユニークなデザインで、素
材もジュートという土に還る自然素材を使用して
います。
また、バッグの内側には北星学園大学の校章と

ロゴが入ったタグが縫い付けられており、北星学
園大学の新入生のために作成された、まさにオリ
ジナルの製品となっています。
どちらも、現地の生産者が心を込めて製作した

特別な品々です。これを期に、広く世界に興味関
心を持ち、校章の五角形が意味する、人間性・社
会性・国際性を身に付け、希望を持ち、発展を遂
げるべく充実した大学生活が送られるよう心から
願っております。

後援会から
新入生への
プレゼント

○
修
学
困
窮
者
減
免

学
費
負
担
者
（
主
と
し
て
家
計
を

支
え
て
い
る
者
）
の
死
亡
・
病
気
・

自
己
都
合
以
外
の
理
由
で
の
失
職

（
解
雇
・
倒
産
等
）
や
災
害
等
に
よ
り

経
済
的
に
修
学
が
困
難
に
な
っ
た
学

部
又
は
短
期
大
学
部
の
学
生
に
対
す

る
減
免
制
度
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
よ
り
条
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

学
生
支
援
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
学
費
延
納
制
度

万
が
一
、
期
限
ま
で
の
納
入
が
困
難

な
場
合
は
、
学
費
等
延
納
制
度
に
よ
り

納
入
期
限
を
延
伸
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
財
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



保
護
者
の
皆
様
へ

『
イ
マ
ド
キ
の
就
職
活
動
』

―
三
〇
年
前
と
は
様
変
わ
り
―

ご
父
母
の
皆
様
が
就
職
活
動
を
行
っ
た

の
は
ざ
っ
と
三
〇
年
ほ
ど
前
。
経
済
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
に
よ
り
、

昔
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
就
職
活

動
。
ご
自
身
が
就
職
活
動
を
し
て
い
た
時

代
と
、
現
在
の
就
職
活
動
は
ど
う
違
う
の

で
し
ょ
う
か
？

最
近
の
「
シ
ュ
ウ
カ
ツ
」
事
情
と
、
本

学
の
就
職
支
援
体
制
、
就
職
活
動
の
準
備

段
階
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
低
学
年

支
援
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
最
新
の
内
定
状
況
等
に
つ
い
て
も

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

親
と
し
て
お
子
さ
ん
の
就
職
活
動
に
ど

う
接
す
る
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

【学内略歴】
1976年4月北星学園大学勤務、
学務課長、学生課長を歴任
2005年4月から就職支援課長

（現在に至る）

【学外での職務及び活動】
2008年4月
日本私立大学協会就職委員会委員

（現在に至る）
1998年8月
大学行政管理学会　会員

鈴木　淳子

北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り 第101号　　　　（4）2010年6月1日

北
海
道
も
よ
う
や
く
初
夏
の

訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
頃
と
な
り

ま
し
た
。
新
入
生
も
そ
ろ
そ
ろ

大
学
生
活
に
慣
れ
て
き
た
よ
う

で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
賑
や
か

な
学
生
達
の
活
気
が
満
ち
て
い

ま
す
。
さ
て
、
六
月
十
二
日
に

後
援
会
総
会
が
、
七
月
三
日
に

は
札
幌
地
区
父
母
懇
談
会
が
本

学
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
総
会

で
は
、
施
設
見
学
や
父
母
向
け

就
職
講
演
会
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
七
月
の
札
幌
地

区
父
母
懇
談
会
は
も
ち
ろ
ん
、

夏
か
ら
の
地
区
別
父
母
懇
談
会

の
方
も
、
皆
様
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。（

後
援
会
事
務
局
　
大
野
）

前
回
号
で
お
知
ら
せ
し
た
六
月
十

二
日
（
土
）
に
大
学
校
内
に
て
行
わ

れ
る
、
北
星
学
園
大
学
後
援
会
総

会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
総
会
で
は
後
援
会
事
業
活
動

に
お
け
る
二
〇
〇
九
年
度
活
動
報

告
・
決
算
や
、
二
〇
一
〇
年
度
の
活

動
方
針
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、
終
了

後
に
は
父
母
向
け
就
職
講
演
会
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。今
年
は
、

就
職
支
援
課
長
（
鈴
木
淳
子
）
よ
り
、

最
近
の
就
職
活
動
状
況
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
子
様
が
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
就

職
活
動
を
行
っ
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
不
安
や
興
味
を
持
た
れ
て
い
る

ご
父
母
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
大
学
に
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。
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今
年
度
の
地
区
別
父
母
懇
談
会

は
下
記
の
日
程
で
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
懇
談
会
で
は
、
大
学
の
情

報
や
、
学
生
の
修
学
状
況
等
に
つ

い
て
の
説
明
、
昼
食
を
取
り
な
が

ら
の
父
母
同
士
の
懇
談
、
個
別
に

学
生
の
修
学
状
況
（
単
位
修
得
）、

学
生
生
活
状
況
、
及
び
就
職
関
係

の
相
談
な
ど
が
で
き
る
個
別
懇
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

履
修
し
て
い
る
授
業
科
目
等
が

わ
か
る
「
履
修
登
録
票
」
や
「
授
業

科
目
別
出
席
状
況
」、
前
年
度
ま
で

の
修
得
単
位
数
と
そ
の
評
価
が
わ

か
る
「
成
績
通
知
票
」
な
ど
を
個

別
に
ご
用
意
し
て
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
担
当
教
員
よ
り
説
明
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
参
加
さ

れ
た
皆
様
か
ら
は
大
変
好
評
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
個
人

情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

成
人
と
な
っ
た
学
生
本
人
が
所
定

の
手
続
き
に
よ
り
同
意
し
な
い
旨

申
し
出
た
場
合
は
、
修
得
単
位
数

等
、
修
学
状
況
に
関
す
る
情
報
を

保
証
人
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。）

地
区
別
父
母
懇
談
会
は
北
星
学

園
大
学
後
援
会
の
事
業
の
一
環
で
、

皆
様
か
ら
の
会
費
に
よ
り
運
営
し

て
お
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
あ
げ

て
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月

下
旬
に
別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
先
に
三
・
四

年
次
（
短
期
大
学
部
に
つ
い
て
は
二

年
次
）
の
ご
父
母
に
ご
案
内
い
た
し

ま
し
た
七
月
三
日
（
土
）
札
幌
で

の
懇
談
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
締
切

（
六
月
十
四
日
）
が
近
づ
い
て
お
り

ま
す
の
で
参
加
ご
希
望
の
方
は
お

忘
れ
な
く
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

北星学園大学では交換留学生のホストファミリーを募集しております。
受け入れ期間は１学期（15週間）で、その間の食住費として一定額の補助

をさせて頂きます。彼らは、日本語と日本文化を中心に学びますが、多くの
留学生が日本で一番印象に残った体験としてホームステイを挙げています。
ホストファミリーとして登録していただきますと、年に2回、春と秋に

「今学期の受け入れは可能ですか」という照会を大学からさせていただき、ご
都合の良い場合には受け入れをお願いするというシステムになっています。
皆さんのご家庭でも留学生を迎えて国際交流をしてみませんか？
本学のホームページから国際教育センターのサイトもご覧になれます。
ご協力をお願いいたします。

☆
大
学
・
短
期
大
学
部

（
一
般
）

株
式
会
社
セ
ノ
ン
　
　

株
式
会
社
朝
日
新
聞
社

（
元
教
職
員
）

柳
瀬
　
　
尚
　
　

山
元
　
周
行

募
金
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
二
月
一
日
か
ら

二
〇
一
〇
年
四
月
三
十
日
ま
で

（
敬
称
略
）

就職支援課長




